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研究結果概要

　高齢者の歯や咬合支持が健康に及ぼす影響を明らか
にする意義は大きいが，多数の被験者を要するこうし
た研究を単独の施設が実施するには困難が多く，多施
設参加型大規模疫学研究の推進が不可欠である．多施
設参加型研究では，施設間で記録や評価の均質性が保
障されねばならない．歯や咬合支持と健康の関連を検
討する多施設参加型疫学研究を計画する際，健康指標
や評価基準の選択は最重要の検討課題に含まれる．本
研究では，今後行われるべき多施設参加型研究のデザ
イニングに向け，アウトカムである健康指標について
考察した．
　健康や疾病に係る医学的評価指標の記録が困難な場
面で，しばしば代替指標に用いられるのが健康関連
QOL である．医療現場における QOL 重視を反映した
ものであるとともに，手間や経費の掛かる医学的評価
を回避する意図もあろうかと察せられるが，包括的尺
度にせよ疾患特異的尺度にせよ，健康の主観的評価で
ある QOL が健康や疾病の客観的評価に代わりうるも
のではない．一方，本邦における高齢者保健の主要な
目標が，日常的介護を要せず，自立した生活ができる
状態を維持することであり，長寿より健康寿命の延伸
が求められていることを考えるならば，要介護状態の
発生（要介護発生）をもって健康喪失の代替指標と捉え，

それをアウトカムとする研究を計画することに，一定
の妥当性を見出しうると考えられる．要介護発生をア
ウトカムとすることには，要介護認定が公的介護保険
制度下で一定の基準に基づいて下されるものであるこ
とや，居住地の自治体から情報を入手可能であること
などの利点があり，多施設参加型研究に好適なアウト
カムであると考えられた．
　一方，歯や咬合支持と要介護発生の関連に着目して
実施された研究は，論文１篇，学会報告 1 篇の 2 篇に
過ぎず，両者のデザインは著しく異った．今後の研究
計画の策定では，説明変数の概念，測定方法，評価方
法の適切な選択が必要と推察された．
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